
●○ 論活 ○● 

今年度、高校１年生では「論活」という取り組みを朝と総合学習の時間に行っております。 

２・３学期は、総合学習の時間を使って、社会的なテーマを学年で設定をして、ディベート

→ディスカッション→小論文執筆という流れで、そのテーマについて深く考え、社会を広く知

るという取り組みを行っております。１回目のテーマとして取り上げたのは、沖縄のアメリカ

軍基地についてです。先月沖縄県知事選挙が行われ、その際に争点の一つとなった、普天間基

地の辺野古移設の是非について、高校生の目線でも考えてみようと思い、このテーマに設定し

ました。 

各クラス９グループに分け、ディベートのための下準備として相当な資料を集め、立論など

を組み立てて、ディベートの試合に臨みました。試合はどのグループも３試合、肯定派・否定

派双方の立場を１試合ずつとジャッジも１試合行いました。時間を十分に使うというところま

ではまだ至っていませんが、客観的な根拠に基づく主張やそれに対する反論など、どのグルー

プもしっかり行えていました。ディベートの後は、ジャッジから勝敗の理由などを説明し、そ

の後は意見交換などをして、さまざまな視点から普天間基地問題を考えることができたようで

す。 

ディスカッションでは、ディベートを経て得ることのできたさまざまな視点の意見をもう一

度整理し、そしてグループで１つの提言をまとめ、クラス内で発表しました。グループによっ

てどういったことに重きを置いたのかがそれぞれ異なり、より関心を深められたのではないか

と思います。 

そして、小論文では、それぞれが自分の意見を800～1200 字にまとめ、そして学年内の

他の生徒の小論文と交換をして読みあいました。 

「論活」では「社会を知る」ことが一つの大テーマです。今、日本や世界で議論されている

さまざまな問題について、批判的にみる視点や、論理的に考える力、そしてそれを自分のこと

ばで表現する力を身につけてもらいたいと考えています。 

３学期には別のテーマで、ディベートから小論文までもう１周しようと考えています。 

ディスカッションの際にまとめた各グループの提言のうち、２つのグループの提言書を掲載

いたします。 

 



①辺野古移設に賛成 

 

 



②辺野古移設に反対 

 

 
 


